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リジット式重ダンプの排気管において、ターボ側締結部の溶接部ののど厚が小さい排気管が組付いて 

いた場合、高温の排気ガスによる熱負荷を繰返し受けることにより亀裂が生じるものがある。そのため、 
そのままの状態で使用を続けると、破断し排気ガスが漏れるおそれがある。 
なお、当該排気管は、本型式届出番号の特定特殊自動車のみ使用しており、他の車両で同様の 

亀裂が生じるおそれはない。 
 
改善措置の内容 
全車両、排気管を対策品に交換する。 
識別：排気管の形状にて識別する。  

ターボ 

車体前方 

注：     は交換部品を示す。 

不具合(亀裂)発生部位 

排気管詳細 

【対策前】 

段付構造 インロー構造 

【対策後】 
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